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平成 22 年 1 月 6 日 

各位 

会 社 名  株式会社日本エム・ディ・エム 

代表者名  代表取締役社長   大 川 正 男 

（コード番号 7600 東証一部） 

問合せ先  ＩＲ部           棟 近 信 司 

（03－3341－6705） 

 

為替差損の計上及び平成２２年５月期第２四半期累計期間 
連結業績予想値と決算値との差異 

 

平成２１年８月１９日に公表した平成２２年５月期第２四半期累計期間（平成２１年６月１日

～平成２１年１１月３０日）業績予想値と決算値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成２２年５月期第２四半期累計期間連結業績予想数値と決算値との差異 

（平成２１年６月１日～平成２１年１１月３０日） 

 売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円）

経常利益 

（百万円）

四半期純利益

（百万円） 

１株当たり当期

純利益（円） 

前回発表予想（A） ４，９３０ ３２０ １９０ △２，５２０ △９５．２３

決算値（B） ４，７８２ ４０１ ５２ △２，７３１ △１０３．２３

増減額（B－A） △１４７ ８１ △１３７ △２１１ △８．００

増減率（％） △３．０％ ２５．６％ △７２．５％ ― ―

（ご参考）前期第２

四半期累計期間実績 

 

５，１６４ ８１ △５１

 

△２５９ △１０．７３

 

２．第２四半期累計期間連結業績予想数値と決算値との差異が生じた理由 

営業利益は、たな卸資産評価損の売上原価計上が大幅に改善されたこと並びに販売費及び一

般管理費のコスト削減効果により当初計画を２５．６％上回る４０１百万円となりました。 

経常利益は、最近の急激な円高の進展に伴い、米国子会社に対する貸付金１９．２百万ドル

（前期末残高２４．１百万ドル、期中返済額４．９百万ドル）を前期末レート９６．４７円か

ら１１月末レート８６．７６円へ評価替えしたことにより生じた為替評価損１８６百万円を営

業外費用の為替差損へ計上したことにより、当初計画を７２．５％下回る５２百万円となりま

した。 

なお、当該為替評価損は、資金の流失を伴わない、時価会計の適用により生じた評価損失で
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あり、１２月末時点では、上記貸付金を１２月末レート９２．０７円で再び評価替えしたこと

により８４百万円と１１月末時点と比べ１０２百万円縮小しております。 

また、当該為替変動によるリスクを回避するため、平成２１年１２月２９日付けで締結金額を

５百万ドルとする為替予約（締結レート：９１．７０円、受渡日：平成２２年５月３１日）を

締結しております。 

 

（ご参考）通期の連結業績予想について 

売上面では、骨接合材料につきましては、引き続き厳しい状況が見込まれますが、ODEV 社並

びに日本メディカルマテリアル社の人工関節、Zimmer 社の脊椎固定器具につきましては、国内

の販売体制を強化し、堅調に推移すると予想しております。また、下期には新製品の投入が具

体化しており売上に繋がるものと想定しております。 

一方、販売費及び一般管理費は費用削減効果が更に見込まれる状況にあると考えております。 

以上のことから、平成２１年８月１９日に開示いたしました当期における通期の連結業績予

想は変更いたしません。 

なお、当社の連結業績予想の前提としている対ドル為替レートは１ドル９５円であり、為替

相場の動向により予想値が大きく変動する可能性があります。 

 

※上記に記載した業績等の予想数字は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

    以 上 


